
 
ひかり２組 道徳学習指導案 

                                     
                                      
１ 主題構成表 
 主題名 働く楽しさ            資料名 のぶくんはポスター係 （出典：文溪堂） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■資料の分析 
・本資料は，ポスター係にな
ったのぶくんが、始めは意
欲的にポスターを作ってい
たが、時が経つにつれて作
ることをやめてしまう。し
かし、クラスメイトのまさ
とくんが「のぶくんのポス
ター楽しみにしているんだ
けれどなあ」と言ったこと
を聞き、自分の役割がみん
なを楽しませていたことに
気付き、再びポスターを作
り始めるという内容であ
る。児童は、自分の係活動
と重ね合わせ、のぶくんの
心情を考えることができ
る。 
・ポスター係に決まってから
その役割を果たしていく姿
や、途中でポスター作りを
やめてしまうのぶくんの心
情に共感することができ
る。 
・みんなが喜んでいる姿を見
て、係活動のよさに気付い
たのぶくんが、みんなのた
めに係の役割を果たそうと
している姿から、働くこと
のよさに気付くことができ
る。 

■内容項目 C－（１４） 
勤労・公共の精神 

（低）働くことのよさを知り、みん

なのために働くこと。 
（中）働くことの大切さを知り、進

んでみんなのために働くこ

と。 

■内容項目から見た児童

の実態 
（意識） 
・自分の係や日直などの役

割を、毎日忘れずにやる

ことはできている。 
・時折、役割に対し、「面

倒だな」と口にし、役割

をやろうとしないこと

がある。 
■要因 
・自分自身の役割につい

て、何をするべきなの

か、どのようなことをす

るのかは理解すること

はできている。しかし、

それぞれの役割が、みん

なのためになっている

ことについては意識が

低く、働くことのよさに

ついては考えることが

できていない。 
 

■価値の分析 
・「働く楽しさ」とは、働くことの
よさや大切さを知ることで、みん
なのために働こうとする意欲を
もち、公共の役に立つ喜びをあじ
わうことである。 

・特別支援学級の児童は、係の役割
を果たすことはできるが、だれの
ためにその役割を行っているの
かを考えることが難しい。自分の
役割が、公共の役に立っているこ
とに気づけるようにしたい。 

・この時期の児童は、新しい学級、
役割に慣れる頃である。そのた
め、係の仕事も作業として淡々と
終わってしまいがちになる。そこ
で、係の役割が学級全体のために
なっていることに気付かせ、進ん
で役割を果たそうとする心情を
育てたい。 

■ねらい 
 自分の仕事や役割がみんなのためになっていることに気付き、進んで係の活動などの役割を果たそう

とする心情を育てる。 

■他の教育活動との関連 
 

 ■本時 
のぶくんは

ポスター係 
 

■事前〈学級活動〉 
 係を決め、自分の役割を理解す
ることはできたが、「みんなのため
に」という意識は低い。 

■事後〈学級活動〉 
 今後の係活動や２学期以降他の
係に変わっても、「みんなのため
に」という考えは変わらないこと
を伝える。 

■「私たちの道徳」の活用（授業前・授業中・授業後・活用しない） 
  
（活用の仕方）「はたらくことのよさをかんじて」（P132）の「わたしのしごと」を読み、自分達との
生活と重ね合わせ、同じ様な経験がないかを考える。 



２ 学習指導過程 
 

※人権教育の観点 ☆どの子でもできる状況を生み出すための配慮 

 基 本 発 問 と 予 想 さ れ る 児 童 の 反 応 指  導・援  助 
 
導 
 
入 

○自分自身の係について確認する。 
  ・本係・ポスト係・音楽係・花係 
◇主人公について説明を聞く。 
  ・主人公はポスター係になった。 
  ・のぶくんの気持ちを考えてみよう。 

・自分の係の役割を具体的に想起
させるために仕事をしている
写真を提示して確認する。 

・主人公は「のぶくん」であるこ
とをおさえる。係の仕事を一生
懸命やろうとする姿をおさえ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
展 
 
 
開 
 
 
前 
 
 
段 
 

◇「のぶくんはポスター係」の絵話を聞き，話し合う。 
 ○感想を発表しましょう。 
  ・ポスター係をやろうと思ったことがすごいと思った。 
  ・一生懸命に係の仕事をするのぶくんはいいなと思った。 
 ○ポスター係になった時ののぶくんの気持ちを考えよう。 
  ・誰もやらないから自分がやろう。 
  ・どんなポスターを書こうかな。 
○何度か掲示板に貼ってもらっていた頃ののぶくんの気持
ちを考えよう。 
 ・みんなに読んでもらおうと思っている。 
 ・みんなが楽しめるポスターについて一生懸命考えてい
る。 

○のぶくんがポスターを描かなくなってしまった時の気持 
ちを考えよう。 
 ・だれも見てくれないから、もう描かなくてももいいや。 
 ・だれも誉めてくれないから、やる気をなくしてしまった。 
 ・面倒になってやめてしまった。 
◎友達から「新しい虫のポスター楽しみにしているんだけど
な」と言われたとき、のぶくんはどのように思ったのか考
えよう。 
 ・自分のポスターを楽しみにしている人がいることに気が
ついた。 

 ・ポスターを待ってくれている人がいるなら、もっと頑張
ってポスターを書かないと。 

 
 
 
 
 

 
・まさとくんだけではないかもしれない。 

  ・まさとくんだけじゃなくて、クラスみんなも見てくれて
いる。 

○ポスターを見てよろこんでいる友達を見てどんな気持ち
になったでしょう。 

  ・みんなが喜んでくれて、がんばったかいがあった。 
  ・これからもみんなのために頑張ろう。 

 
・場面の様子をとらえやすいよう
に，場面絵を提示する。 

 
・自分の体験と結びつけて、始め
の「頑張ろう」と思っていたの
ぶくんに共感させる。 

 
 
 
 
 
 
☆のぶくんが途中からポスター
を書かなくなってしまってい
ることに気付けるように言葉
で援助する。 

 
・言葉でうまく表現できない児童
には，表情などから気持ちを確
かめる。 

 
 
 
 
※自分の仕事がみんなの為にな
っていることのよさに気付か
せる。（認識力） 

 
 
 
 
・自分の仕事がみんなの喜びに繋
がるだけでなく、自分自身の達
成感や自己肯定感に繋がるこ
とに気付かせる。 

 
 
展 
開 
後 
段 

◇自分の係の仕事について振り返る。 
○面倒に思って自分の役割をしなくなってしまったらどう
なるだろう。 
・クラスのみんなが困ってしまう。 
・自分の勝手な気持ちでみんなに迷惑がかかってしまう。 
○役割があるのは学校だけだろうか。 
・家でもお手伝いをしたりする。 

・自分の係の役割について振り返
り、その重要さについて考える
ことができるようにする。 

・普段の仕事を忘れずに行ってい
る姿を紹介し、その頑張りを認
める。 
☆家での役割に繋げる。児童から
出ない場合は教師から出す。 

終

末 

◇教師の説話を聞く。 
○これからどうしていきたいか考える。 
・自分の係の仕事は、みんなの為になることだから、今よりも
頑張って、係の役割を果たしていきたい。 

・教師から普段の児童の様子を手
紙で認める場を作る。 
・日常生活で気付いている児童ど
うしのかかわりのよさを話す。 

深めの発問 
ポスターを待っているのは、まさとくんだけなのだろう

か。 


